
「富山マラソン2025」第10回記念企画について

１

①10回参加ランナー・ボランティアへの記念品贈呈

②富山マラソン2025招待選手の決定

③未来のランナー１kmフィニッシュ体験ランの開催



第10回を機に大会コンセプトを設定

富山マラソンの開催が、ランナーをはじめ、大会に関わる全員が前
を向く原動力であり続けるという想いを込めて設定。

走る・支える・応援する人々が、それぞれの幸せを実感できる大会
を目指すとともに、自然環境を守り続ける取組みを通じて、大会の
持続的な開催を目指します。

２

R7.5月富山ﾏﾗｿﾝ
 実行委員会で決定



➀10回参加ランナー・ボランティアへの記念品贈呈
今大会から、富山マラソンに通算10回参加されたマラソン・車い
すランナーとボランティアの方々を顕彰し、記念品を贈呈。

■記念品

ゴールドタンブラー
「走る幸せに乾杯！」

オリジナルゼッケン留め
「SDGs達成に貢献！」

マラソン・車いすランナー（962名） ボランティア（121名）

オリジナルボトル
「活動の合間に水分
補給を！」

３

タテヤマ イチロウ



②富山マラソン2025招待選手の決定
第10回の節目となる今回、初めて外国人選手が招待選手
として富山マラソンに参加

４

【富山マラソン2025招待選手】

◎富山マラソン最高記録：2時間16分32秒（2017大会：藤原 新）

出身地：ケニア２９歳 ２７歳



③未来のランナー１㎞フィニッシュ体験ラン
■目的
小学１～３年生を対象に、マラソンのフィニッシュエリアで１kmのファンランを開催。

参加児童が未来のフルマラソンエントリーを目指して挑戦します。

県在住の現役アスリート２名がペースランナーを務め、コース中には給水ポイントもあり、

児童には記念メダルを贈呈する等ミニマラソンを体験。

■参加者数
小学１～３年生 １００名 うち県外８名（東京、愛知等）

※保護者１名とペアで出走（計２００名）

■日時
11月２日（日）９：００開始、９：３０頃 終了

■コース
富山マラソンフィニッシュアーチ～

(折り返し・給水所)サンフォルテ前～

フィニッシュアーチ
５



■ペースランナー

の紹介

■氏名 中山 和哉（なかやま かずや：32歳）

■所属 Goldwin

■主な成績

2023年 滑川トライアスロン 総合優勝

2024年 佐渡国際トライアスロン 年代別優勝

2024年 JTUエイジNCS（ロングディスタンス）

チャンピオン

2025年 マルチスポーツ世界選手権（ロング 

ディスタンス）日本代表 4位入賞
６

■氏名 福島 聖（ふくしま さとる：25歳）

■所属 富山銀行

■主な成績

2022年 富山県選手権 男子100ｍ

10.17（富山県記録）

2025年 北陸選手権 男子200ｍ

 20.85（富山県記録）

2018年～2025年

日本選手権 8年連続出場

③未来のランナー１㎞フィニッシュ体験ラン


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6


